
安らかな看取りを阻むもの ～日本における現状と法制化～ 

 人間にとって、『尊厳ある最期の瞬間』を迎えることは最も大切なことです。快復

の見込みのない病態に陥り、死期が迫ったとき 不必要な延命措置によって「生か

される」のでなく、「安らかで自然な死」を迎えられようにするには、どうすればよい

のでしょうか!? そのために必要な仕組みや法制について、ご講演を頂き、考えた

い。 

慶應義塾大学医学教育統轄センター 
            信濃町キャンパス学生課 
       問合せ先：03-5363-3662(内線:62025) 

日時 平成27年7月10日(金)午後6時～7時 

場所 総合医科学研究棟1階ラウンジ 

岩尾總一郎 先生 
   日本尊厳死協会 理事長 

  慶應義塾大学医学部客員教授 
  元 厚生労働省医政局長 

講師 

対象 教職員・本学学生 
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